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２０２２年度進捗報告（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ： ２０２２年１０⽉１４⽇ 
● 事 業 名 ： 退所者フォローアップ⽀援 
● 資⾦分配団体 ： 更⽣保護法⼈⽇本更⽣保護協会 
● 実 ⾏ 団 体 ： 更⽣保護法⼈ウィズ広島  
 
１ 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 達成時期 現在の指標の達成状況 進捗状況
＊ 

フォローアップ支援

員の心理生活相談を

受ける状態になる。 

 
 
 
 

①退所後に、フォロー

アップ支援（心理生活

相談）を受けた人の数 

②退所前に、予備面接

をした人数 

 

⓵ 月平均100人

（初期値より３

０人増） 

②月平均２０人

（延べ人数） 

2023 年 1 月 ⓵ 2022 年 4月～2022 年 9月間の相談人数は延べ 943 人。内訳は支

援員延べ 748 人。補導員延べ 195 人、これは支援員が相談等の際、

代わりに補導員が相談を受けた人数。 

月平均：約 157 人。 事業開始後の累計数は延べ 3,538 人。 

②   総数   実人員 

4 月  １５    １１   

5 月  １２     ８ 

６月  １７    １１ 

７月  １９    １３ 

８月  ２０    １０ 

９月   ４     ３ 

合計  総数 87  実人員 56 

→月平均 総数 14.5 人 

 
 
 
 
２ 
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退所者のうち、精神的

な課題が大きい人が、

心理専門家による継

続的（半年ないし１年

程度の）カウンセリン

グ支援を受ける状態

になる。 

心理カウンセリング

支援を受けた人の数 

40 人（初期値よ

り２０人増） 

2023 年 1 月 20022 年 4 月～2022 年 9月間のカウンセリング数は 271 人。内訳は、

カウンセラー面接 86 人、支援員面接 185 人。前記のとおり、支援員

の心理生活相談を受けた人数は 748 人であるが、その内 185 人は、

面接時間が 30 分を超え内面に焦点を当てた面接を行っているので、

これをカウンセリングと認め計上した。 月平均：約 45 人 

事業開始後の累計数は 1,446 人。 

 
 
 
２ 
 

ウィズカフェのいず

れかに定期的又は不

定期に参加するよう

になる。  

 

 

 

ウィズカフェ（第１

から第３まで）に参

加した人の数 

合計で平均延べ

100 人（初期値

より 80 人増） 

2023年1月 2022 年 4 月～2022 年 9月までの合計は延べ 149 人。 

①  第１カフェ（お抹茶カフェ） 

 延べ 41 人参加。コロナ禍で 2022 年 4、8、9月の開催を中止した。

因みに、施設在所者の参加は延べ 12 人（41 名には含まれない）。 

事業開始後の累計数は延べ 217 人。 

 
第２カフェ（カフェシアター） 

延べ 41 人参加。コロナ禍で 2022 年 8、9 月は中止した。因み

に施設在所者の参加者は延べ 14 人。 

事業開始後の累計数は延べ 110 人。 

 

第３カフェ（カフェ・ビンゴ）（2022 年 7 月、ロス・カフェから改

称） 

延べ 67 人参加。コロナ禍で 2022 年 8 月は中止した。利用者の参

加なし。 

事業開始後の累計数は延べ 184 人。 

 
 
 
 
 
 
 
 
２ 

＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
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② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
 

3.（任意） 活動に関する報告 
 
ウィズ広島の退所者フォローアップ⽀援の活動状況は、前記のとおりである。 
同⽀援活動を検証等するため、２０２２年２⽉から来所した退所者に対しアンケートをとり始めたが、同年 7 ⽉に専⾨家の助⾔のもとアンケートを改正

（別添）し、アンケートを継続している。本年１２⽉までアンケートを⾏い、その集計結果をもとに退所者フォローアップ⽀援が、本事業の⽬的「（退所者）
⼼理的安定を得て⽇々の⽣活を送れるようになり、再犯しない精神状態を保ちながら、地域社会の⼀員として社会に溶け込んでいくこと」をどの程度達成
できたかなどを、関係者間で検証し、今後継続するフォローアップ⽀援の充実の⼀助とする予定です。 
 

 
広報に関する報告 

1. シンボルマークの使⽤状況 
þ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  ☐広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している ☐その他 

→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
   更⽣保護誌８⽉号に表題「退所者フォローアップ⽀援事業拡充の夢」を掲載。 

2.広報制作物等 
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  なし 
3.報告書等 

  なし  
4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 

  なし 

添付資料 

１ ウィズカフェの状況 
（１）お抹茶カフェ                              （２）カフェシアター 

               
ピア・サポーターが接待するお抹茶で談笑する参加者たち              映画の前、カフェシアターの説明をする担当職員 
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（３）カフェ/ビンゴ                        （４）⽀援員の⾯接⾵景 

                

   ビンゴの前にボール運びゲームに興じる参加者             相⼿を安⼼させる笑顔の⾯接 
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２ ウィズ広島
ひろしま
・休眠

きゅうみん
預⾦
よ き ん

事業
じぎょう

アンケート〜フォローアップ⽀援
し え ん
〜 
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